
 

 

令和２年度の幼保小連携取組と新規事業について 

 

 

１ 幼保小連携研修会 

○ 今年度の内容 

 

 

 

 ○ 開催日時/参加人数 

 

 

〇 研修会アンケート結果（一部） 

・講演について 

  １．「誇り高き年長さん」という言葉に感動した。小学校の先生から言われると嬉しく

感じる。そのように子どもたちが感じられる保育をしたい。 

   

 

 

 

   

 

 

・意見交換会について 

   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

令和３年１月 14 日 

幼保小連携推進協議会 

 

就学前での遊びや生活から会得した様々な経験等を小学校で発揮できるよう生活科の視点 

でのスタートカリキュラムについて、実例をもとに紹介。 

現職校長（仲町小学校長 米田先生）より、就学前の育ちや学びの大切さを説いた。 

 

開催：令和２年９月 14日・18日（両日とも管理職対象にし、地区ごとの分散開催） 

園長および校長：197名（参考：令和元年度は 201 名の参加） 

 

…例年との変更箇所 

１．例年よりも少人数グループで、より質疑等もでき、近隣園（校）の先生方と話す

機会が持てて良かった。有意義な時間だった。 

  

 

 

２．実践例により、小学校において人間関係を形成する力を育てていくことが重要だと

感じた。また、人との関わりにおいて、幼保小の連携が子どもたちの自己肯定感を高

めていくと感じた。 

３. 入学してどんな活動を行っているか知ることができ、就学に向けて参考になった。 

 
４. 遊びや生活を通して、自立心や協調性、思考力等社会生活につながるよう整えたい。 

２．保育園の保護者の状況を小学校に伝えることができたのは、とても大きい。率直な

意見を交わす機会が今後も必要だと感じた。 

３．近隣園（校）のコロナ対策等の情報交換ができた。就学に向けた話も聞くことがで

き、今後に活かしたいと思えた。 

４．コロナ禍で幼保小が今後どのような交流を実践し、円滑な接続ができるか「でき

ること」「できないこと」について話し合えた。間接な交流も実現させたい。 

５. 学校と意見交換をしながら、幼保のカリキュラムからスタートカリキュラムに進 

めていく難しさを感じた。また、保育園サイドも、カリキュラムをどのように指導 

計画に位置付けているのか、保育園によってかなり温度差があると感じた。 

 



 

○ その他 

  ・特別な支援を必要とする子へのアプローチや特別支援教育に係る幼保小の接続の

情報と機会が欲しい（最多要望） 

・スタートカリキュラムやその利用状況に関心がある先生方が多かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 幼稚園・保育所と小学校の懇談会（代替対応を実施） 

○  実施内容 

 

 

 

 

３ 保護者向けリーフレット「もうすぐ１年生」 

○ 内容および目的 

各幼稚園・保育所等をとおして５歳児の保護者に配布。 

幼児期に家庭で大切にしたいことや心掛けてほしいこと、小学校の様子や子育て

相談などの支援制度を周知することにより、小学校への入学を控えた子どもや保護

者の不安軽減につなげる。 

○ 配布先と部数 

 

○ 配布時期 

 

○ その他 

 

 

○ 変更点 

・幼保小連携研修会（   管理職対象  ）⇒地区ごとの分散開催 

幼保小連携研修会（５歳児・小１担任対象）⇒中止 

・意見交換会の１グループあたりの人数を縮小。机や受付を廃止。 

・参加者アンケートはメールや C4th 等の後日提出も可とした。 

・意見交換会のグループ内人数の縮小化は、新型コロナウイルスの感染拡大防止を目的

に実施したものだったが、例年よりも話し合いを充実させたことがアンケート結果で

判明。話し合いの質を向上させるためにも、令和３年度以降も継続予定。 

 

区内の幼稚園、保育所、認証保育所から幼保小連携に関する小学校への質問をとり

まとめ、小学校長会からの回答を、全園（質問なしの園を含む）と令和２年度の懇談

会担当小学校８校に送付。（【参考資料３】として添付） 

公私立幼稚園・保育所、認証保育所、小学校に保護者数分 16,000 部 

 

令和２月９月（例年５月配布。新型コロナウイルスの感染状況から配布を延期） 

平成 27年より発行。 

幼保小の連携推進に向けて、幼児期の育ちや学びを視点に内容を精選するため、今後、

ねりま接続期プログラムとの整合性を加味した内容に変更予定。 

中身の見直しに関しては【資料２】を参照。 



 

４ 「小学校の行事等一覧表」 

○ 内容および目的 

１． 交流・連携を行う際の窓口となる連絡先や、小学校の学校公開や運動会等の行事 

一覧化。情報共有する意識を高め、交流・連携のきっかけを作る。 

２． 園から各家庭にも伝えて、学校公開の利用を促してもらう。 

○ 配付数および配付先 

 

○ 配付状況 

 

５ 外国人世帯向けハンドブック（新規事業） 

 

公私立幼稚園・保育所および区立小学校に１部 

今年度未配付 

（新型コロナウイルスの影響で小学校の行事や学校公開日の変更もあり、配付を見送り） 

 

・海外からの入学（転入）児童と保護者に対し、日本の教育に関する文化や制度、学校生活

の内容を盛り込んだハンドブックの作成に向け、調査を実施。 

・令和３年度発行予定。 

・詳細は【資料３】を参照。 


